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国際役員選挙結果

国際役員の選挙結果が国際本部から届きました。選出された方々のプロフィールをお伝えいたします

2016-2017年度国際会長：
ジョアン ウイルソン（Joan Wilson）さん
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国籍：カナダ

クラブ：オタワ・インターナショナルクラブ

年齢：62歳、職業：元小学校校長

ワイズ歴：1992-1995年の日本滞在中は東京インターナショナルファミリーワイズメンズクラブ（TIFYS）のメンバー。2011-2013年度カナダ中央区理事、2013-2015年度カナダ・カリブ地域選出国際議員、カナダ・カリブ地域会長。2012-2015年度STEP For All タスクフォースメンバー、共同委員長

2015-2018年度国際会計：
フィリップス・チェリアン（Philips Cherian）さん
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国籍：インド
クラブ：バンガロール・インディラナガールクラブ
年齢：57歳、職業：公認会計士
ワイズ歴：区事業主任を長年経験。部長、区会計、区大会会計、地域ファミリー・フェスティバル会計、地域ウェブ・マスターを歴任。地域国際会計担当（2011～）
2016-2018年度アジア地域選出国際議員/アジア地域会長
タン・ミン・シャオ（Tung-Ming Hsiao・蕭東銘）さん

[image: image10.jpg]


国籍：台湾
クラブ：台北アルファクラブ
年齢：68歳、職業：昆虫学者
ワイズ歴：クラブ会長、台湾区理事、国連委員会メンバー



年次代議員会公告
2014～2015年度の年次代議員会は、東日本区大会に合わせて、2015年6月6日（土）午前10時30分から厚木市文化会館で開催されることを、東日本区定款第6条第7項に基づき公告致します。
代議員会は東日本区における最高意思決定機関ですので、すべてのクラブ会長、部選出代議員（部長および人数割代議員（部員100名まで1名、200名まで2名、300名まで3名。1名は直前部長））は必ずご出席下さい。

なお、クラブまたは部が議案を提出する場合は、東日本区定款第6条第8項の定めにより4月10日（金）までに議案提案書を東日本区理事（東日本区事務所宛）にご送付下さい。

議案提案書は東日本区事務所に請求されるか、東日本区ウェブサイト（http://ys-east.jimdo.com/書式/）からダウンロードしてください。


第3回東日本区役員会が開催されます。

４月１１日 （土）、12日（日）、東京YMCA東陽町センターにて、第3回東日本区役員会を開催いたします。次期理事主題・活動方針、次年度予算、第20回東日本区大会ホストクラブ、次年度の次々期理事等について審議する他、PDCA(Plan-Do-Check-Action)の考え方に基づき、各部、各事業の計画の進行状況と今後の取り組みについて共有、アドバイスし合います。

オブザーブ参加を歓迎いたします。会場準備の都合上、参加ご希望の方は事前に東日本区事務所にご連絡ください。


第18回東日本区大会/第26回アジア地域大会の登録はお済みですか？
· 第18回東日本区大会（厚木）の登録受け付けが始まっています。登録受付期間は4月15日（水）までです。多数のご参加を期待しています。
大会のウェブサイトは以下のとおりです。どうぞご覧ください。

http://atsugiys-conv18th.jimdo.com/
· 第26回アジア地域大会の早期登録の締め切りは3月31日（火）です。早期割引となるためにはこの日までに登録費のお支払を済ませていただく必要があります。基調講演は宇宙飛行士の毛利衛さんにお話しいただくこと決定いたしました。
大会のウェブサイトは以下のとおりです。どうぞご覧ください。
http://aac2015.jp/jp/ 


地域奉仕事業主任から
地域奉仕事業主任　山本剛史郎

【歌の力と地域奉仕】
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YMCA、ワイズメンズクラブの活動をより活気づけるものとして「歌の力」があげられます。ワイズメンズクラブの例会、部会、様々な大会等においてワイズソング「いざたて」や「YMCAの歌」が歌われます。また、各クラブの地域奉仕事業として「歌声広場」（歌の広場）など、歌をうたうことを中心とした活動が行われています。これはいわゆる音楽（歌）を聴くコンサートとは別のもので、参加者自らが声を出して歌をうたう活動です。2012-2013年度の資料によると、埼玉、東京世田谷、東京まちだ、東京コスモス、東京たんぽぽなどのクラブが名称はそれぞれ異なりますが、歌をうたうことを中心とした地域奉仕活動を行っています。
今回はその中でも東京世田谷クラブが中心となって行っている石巻・YMCA歌の広場を紹介したいと思います。東京世田谷クラブでは小川圭一さんを中心としてすずらん会という歌の会を東京都民教会や東京YMCA南センターなどで月に2～3回ほど定期的に行ない、東日本大震災被災地への出張も2011年12月から行われていますが、先日、2月19～20日には14回目の被災地でのYMCA歌の広場が石巻市の仮設大森第4団地集会所、鮎川などで行われました。石巻市は東日本大震災によって死者・行方不明者が3,000名を超える、最も被害の大きかったところでもあり、2015年2月現在でも仮設住宅には12,000人以上の方々が暮らしています。そのような状況の中で、歌によって元気を出そうという活動を3年以上続けてきたのは本当に素晴らしいことだと思います。
話はそれますが、歌の力は本当にすごいものがあります。私も特別養護老人ホームに勤めている経験から、まず歌は人の記憶をよみがえらせる効果があることを実感できます。「歌は世につれ、世は歌につれ･･････」ではないが、その時代時代の出来事やその時に自分が何をしていたのかなど忘れていた記憶が、歌の記憶と共によみがえってくるのです。それは様々な実証実験においても確かめられているといわれます。
話を戻しますが、石巻・YMCA歌の広場においては、「花は咲く」（NHK東日本大震災プロジェクトのテーマソング）、童謡「ふるさと」は必ず歌うそうです。そして東京世田谷クラブが中心となって行っていますが、他のクラブのメンバーも参加しており、今回も音楽家である東京武蔵野多摩クラブの石丸由理さん、沼津クラブの渡邉美帆さんも参加されました。このようなクラブを超えての広がりという可能性も地域奉仕事業の良い点かもしれません。他クラブの良い地域奉仕事業があったら参加してみるというのも良い交流の場になると思います。なお、今回の様子はすぐにFacebookを通して発信していただきましたので、写真やコメントを見ることができました。今後、郵送、電子メールによるブリテンと共にワイズメンズクラブの情報発信源としてFacebook等のSNSも検討する価値があると思います。
(なお、東京世田谷クラブの「歌声」の取り組みについては、当東日本区ニュースの「東日本大震災支援対策本部から」に小川圭一さんが寄稿されていますので併せてご覧ください。)
【地域奉仕事業アンケート】
以前、この東日本区ニュース等でもお願いした地域奉仕事業アンケートの締め切りが3月15日と迫ってまいりました。改めて言うまでもなく、地域奉仕活動はワイズメンズクラブ活動の一つの大きな要です。ワイズメンズクラブが「地の塩、世の光」として社会において光り輝く存在となり、その働きや存在意義が十分に発揮できるものです。そのような意味においても、各クラブで行っている地域奉仕事業を他クラブのメンバーはもちろん、ワイズに関わりのない方にも知ってもらいたいと思います。アンケートにはクラブで行っている地域奉仕事業（環境問題への取り組み事業も含む）を書いてください。できれば資料など詳細が分かるものがあれば良いのですが、事業名（タイトル）と簡単に一言、活動内容を書いてくださるだけでも結構です。なお、これは東日本区大会における表彰クラブ選考の資料としても活用したいと思います。提出先はそれぞれの事業主査となっておりますので、忘れずによろしくお願いします。



国際・交流事業ニュース

国際・交流事業主任　利根川恵子

【3月はBF強調月間】
3月はBFつまりBrotherhood Fund（兄弟愛の基金）の月です。BFとは、1931年に、ワイズ運動を広めるため、当時北アメリカで行われていたワイズの国際大会に他の地域から参加ができるよう、経済的な支援を行うために設けられた基金です。今は趣旨が少し変わっていますが、ワイズメン同士が交流し、ワイズタムの進展に資するという目的は変わっていません。毎年、BF代表や国際役員が公式の旅行をする際の資金となっています。基金が設置されて間もない1936年にはたった140ドルだったそうですが、世界のワイズメンの思いが集まり、現在までの累積献金額は20万ドルを超えているそうです。
先月のTOF献金同様、BFも国際献金のひとつとしてメンバー1人2,000円を達成目標として、各クラブにご協力をお願いしております。
BFの現金による献金は、総額の８５％を占めるそうです。残り15％が使用済み切手の買取から得た収入の寄付です。ちょうど今、使用済み切手買取金額通知書が毎日のように届きます。13㌔集めたクラブから100グラム程度のクラブまで、使用済み切手の量は様々ですが、ワイズ運動の足しにと、切手を一枚一枚切る思いは万国共通です。使用済み切手の締め切りを3月15日まで延長いたしましたので、まだ間に合います。BF基金に貢献してください。送付手順は東日本区ニュース2月号に載せてあります。

3月7日（土）、8日（日）の次期クラブ会長・部役員研修会にご持参いただいても結構です。少量でも結構です。
また、BFと言えば、フルグラント（旅費全額支給の派遣）とパーシャルグラント（国際または地域大会への旅費一部支給の派遣）の2つの種類の派遣があることは皆様ご存じかと思います。私事で恐縮ですが、私は2012年1月にフルグラントをいただき、BF代表として3週間インドを訪問することができました。さらに日本に派遣されたインド、韓国、ロシアからのBF代表を受け入れ、居ながらにして、外国のワイズメンと交流することができました。国際的な組織であるワイズならではの交流制度を是非多くの方に理解していただき、ワイズ運動の拡大にご協力いただきますようお願いいたします。
【IBC交流からコンサートの花開く】
東京八王子クラブ設立20周年記念行事のひとつとして、「八王子・台湾高雄ユース交流コンサート」が2月8日（日）八王子市いちょうホールで開催され、700名近い観客を集め、大成功をおさめました。東京八王子クラブと台湾・高雄ポートクラブが協力し、両市の青少年交響楽団、八王子市立中学校5校の合同管弦楽団などが共演したユース・コンサートでした。IBCの関係が単なる相互訪問だけではなく、このようにユース、国際交流、地域奉仕と幅広く、地域・社会に貢献した、素晴らしい事例でした。DBC・IBC交流から、このような意義深い社会奉仕につながる活動に発展する事例が増えることを願います。

以下は東京八王子クラブ久保田会長からの開催報告です。 

【DBC・IBCの締結が進みます】

去る、12月13日のもりおかクラブと岩国みなみクラブのDBC締結に続き、那須クラブと東京目黒クラブが3月14日の那須クラブ設立20周年記念例会の席上で、また、沼津クラブと京都トップスクラブが4月5日の京都トップスクラブ設立20周年記念例会の席上でDBCを締結されることになりました。。

また、十勝クラブは4月18日に台北において、台北ダウンタウン・クラブとIBCを締結することになりました。こちらは台北ダウンタウン・クラブの50周年記念行事での締結式だそうです。

新しいDBC・IBCの関係がそれぞれのクラブの発展につながることを祈念いたします。



ユース事業通信
ユース事業主任　衣笠輝夫
【アジア地域ユースコンボケーションのユース参加促進について】
2015年アジア地域ユースコンボケーション(AYC)につきましては、既に各クラブに東日本区ニュース１月号に同封して「AYC案内・登録要領」および「推薦依頼」をご送付しており、現在、3クラブから3名の推薦が届いています。さらにユースの参加を促進するため（目標20名程）、「AYC案内・登録要領（第2報）」を作成し、東日本区ウエブサイト（ユース）に掲載いたしました。

第2報では「参加対象者」および東日本区大会時のオリエンテーション（6月6日）への参加等の「参加条件」を明記しています。

また、事前のオリエンテーションに参加して、実りあるAYC経験にしていただくため、オリエンテーション参加ユースには4,000円／人の補助を行います。

クラブからの推薦締め切りは3月20日（金）です。各クラブにおかれましては、YMCAスタッフ、リーダー、専門学校生、学生YMCA、ワイズコメット、ワイズユースクラブメンバーなどの参加対象者に声かけを行い、推薦していただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

【第27回ユースボランティア・リーダーズフォーラム報告書】 
第27回ユースボランティア・リーダーズフォーラム（YVLF）の報告書は各クラブ会長、各YMCA・参加リーダー・カウンセラー等に配付しておりますが、東日本区ウェブサイト（ユース）に「第27回YVLF報告書」として掲載しましたので、ご参照ください。

【第4回オープンフォーラムYを開催します(第1報)】 
第4回オープンフォーラムYを下記要領で開催します。主旨、プログラム、参加対象者、費用等は追って連絡いたします。

日程：2015年5月23日（土）～24（日）　１泊2日

会場：代々木オリンピックセンター



東日本大震災支援対策本部から
東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
各クラブで継続して被災者支援、復興支援に取り組まれていることに敬意を表します。皆さまから寄せられました最近の支援活動をご紹介いたします。 

【被災地での音楽ボランティア活動報告】
小川圭一（東京世田谷）
ボランティア元年といわれた20年前、私は、阪神淡路大震災をきっかけにワイズに入会しました。仕事のイベントコンサートをチャリティーにして、神戸で活動するYMCAの写真パネルと献金箱を並べたのでした。会社人間だった私は、神戸に出向きたいという思いを、ワイズの「神戸を忘れない献金」に加わり、YMCAをサポートすることで少し納得していたようです。

また、歌声ボランティアは、東京まちだクラブの小山さんのご配慮から、福音会という施設で凡そ5年にわたって継続できました。その間に、歌詞データのファイル化と著作権処理の実務などの経験を積みました。地元世田谷での開催に当っても、当時の東京世田谷クラブ峰会長の企画で、世田谷社会福祉協議会のサロン活動「YMCAすずらん会」としてスタートし15年ほどになります。

４年前の3.11当日は、120人ほどが参加しての「下北沢すずらん会」の真っ最中でした。下北沢は、経堂での活動のなかで「月に１度が待ち遠しい！」との声に押されて下北沢で開始したものです。お元気だった東京南クラブの三田村さんや東京都民教会の牧師をはじめ教会員にも協力して頂き今日に至ります。（1月に入会された竹本良一さんは、この会がきっかけになりました。）

すずらん会は、歌声喫茶です。リサイタルやコンサートでもなく、もちろんカラオケでもありません。ひとつの歌をみんなで声を合わせて歌います。仲間になれます。世界が広がります。私は小さい頃から音楽好きで、中学生で歌声喫茶を知りました。その楽しさをボランティアで実現できました。受付や茶菓の準備、パソコンやプロジェクターなどのオペレーションを引受けてくれるクラブの仲間に感謝です。伴奏を担当するメネットの存在も大きいと思います。どれが欠けても困ります。

 3.11の折にその会場にいらした方のお手紙を以下に紹介します。

「先日のすずらん会は大地震でこわい思いをいたしました。でも先生のリードで大きな声で「手のひらを太陽に」と歌っているうちにドキドキが治まり膝のガクガクも止まりました。おかげさまで、無事に家まで帰り夕食のしたくも滞りなく出来ました。感謝でございます。」
3.11の後、機会があれば出かけようとタイミングを計っていました。そこでの出会いはYMCA石巻センターの村上さんです。直後から現地に入り、ボランティアとしてドロ搔きからスタートして、様々な働きがなされました。その中から、歌声のニーズを汲み取り、会員部経由で東京から3チームが順番に活動に入りました。現地では、教会や他のボランティア団体の他、社会福祉協議会とも連携を取って効率的なアレンジをして頂きます。熊本YMCAの落語、西東京センターのリーダー諸君、DBCの那覇クラブ、仙台3クラブの方々など、様々なチームを組んで奉仕できるのは、YMCAならではの楽しみです。

被災地では、選曲面でもいろんな工夫が必要で、たとえば海にまつわる歌はNGです。津波で愛する家族や住んでいた家など全てを流されましたから、トラウマです。特定のジャンルを押し付けるのもいけません。童謡唱歌は嫌いな人が居ないというジャンルです。音域とテンポを考慮して歌います。音楽療法の応用です。

特に今回は、一番寒くてボランティアが少なく寂しい2月を選んで出かけました。これからもYMCAのコーディネートで、出来るかぎり出かけたいと思います。ワイズのファンドから経費の半額を目処に費用の補助もあります。ご一緒に出かけませんか。

【国連世界防災会議in仙台に協力】

「国連世界防災会議in仙台」のパブリックフォーラムで以下のプログラムを仙台YMCAが提供し、仙台3クラブが協力されます。詳しくは仙台青葉城クラブブリテン2月号をご覧ください。

（http://ys-east.jimdo.com/bulletin/sendaiaobajyo/）

· シンポジウム「災害から尊い命を守るために」

日時：3月14日（土）9：30〜11：30

会場：仙台市民活動サポートセンター
· 防災ウォークラリー体験会

日時：3月14日(土)13；30～
会場：仙台市西公園

コーディネーター：森田義彦さん、大塚英彦さん（横浜YMCA）

【揚がれ！希望の凧】
今年も各地で開催される「揚がれ！希望の凧」の最新情報です。お近くの方はぜひ参加してください。
	会場
	日時
	主催、協力クラブ等

	札幌市・前田森林公園
	3月7日（土）11:00～12：00 
	札幌、札幌北

	仙台市・牛腰橋公園
	3月8日（日）13:30～15:30
	仙台、仙台青葉城、仙台広瀬川

	鬼怒グリーンパーク
	3月7日（土）14:00～16：00 
	宇都宮、宇都宮東

	足利市・渡良瀬運動公園
	3月8日（日）14:00～16：00 
	足利

	大田原市・ふれあいの丘
	3月8日（土）14:00～15：30 
	那須

	高尾の森わくわくビレッジ
	3月1日（土）13:00～16：00 
	東京八王子

	玉川学園子ども広場
	3月7日（土）14：00～15：30
	東京まちだ、東京コスモス

	YMCA三浦ふれあいの村
	3月8日（日）10-:00～15:30 
	横浜YMCA


（各クラブ、部での支援活動の予定、実施報告をお寄せください。このコーナーでご紹介させていただきます。）


LTニュース
LT委員長　伊藤幾夫

【次期クラブ会長・部役員研修会近づく！】
次期クラブ会長・部役員研修会の開催が迫りました。次期クラブ会長、部役員の皆さまが一堂に会し、次期に向けての“学び・準備&交流の場”となるようプログラムを考え、準備を進めてまいりました。

現段階（2月24日）での参加登録は92名です。まだ出欠のご返事をいただいていない方が24名（区・次期部役員8名、次期クラブ会長16名）いらっしゃいます。大至急、東日本区事務所宛ご連絡をお願いします。

研修会出席対象者には、当日使用する資料（ワークブックなど）を郵送しましたので、事前にお目通しください。なお、「ワイズクイズ」を事前学習用に同封しましたので回答してご持参ください。研修会の日時、会場、プログラム（概要）は以下のとおりです。

＊日時：2015年3月７日(土)～3月8日(日)

受付開始　3月7日(土)12:00～　開会　13:00（昼食を予約された方は早めの到着をお願いします）
＊会場：日本YMCA同盟 国際青少年センター「東山荘」
＊プログラム（概要）：

１日目　東日本区の現状、次期理事方針、基調講演「ワイズメンのリーダーシップに期待するもの」岡本尚男氏、次期事業主任方針、夕食懇談会、部長を囲んで各部での懇親

2日目　早朝ウォーキング、聖日礼拝(席上献金は大震災復興支援のために）、国際・アジアエリアの状況、部役員の役割、分科会（次期クラブ会長グループ、次期部役員グループ）、IT利用、ワイズクイズ解説、閉会式

＊会費：10,000円（宿泊・夕食・懇親会・朝食代を含みます）　宿泊しない場合は6,000円

（3／7(土)昼食、3／8(日)昼食は別注文各1,000円になります）すべて当日受付にて集金



メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子

今月は「メネット」強調月間です。皆様のクラブではメネット（ワイズメンの女性パートナー）がいますか？そして「メネット会」は存在しているでしょうか？
現在、東日本区では「メネット会」が存在するクラブは昨年度の調査で15クラブ（62クラブ中51クラブの報告）という報告があります。ただメネット会があっても数名で活動しているクラブも少なくないのも現状です。そして避けられない問題として高齢化や介護という重要な役割を担うメネットも増え、あるいはメネットからメンバーへと転向することでメネット会がなくなったというクラブも出てきています。

そんな状況ではありますが、私の持論としましては〝メネットの元気なクラブはクラブも元気！〝という確かな思いがあります。メネットならではの細かい配慮や特に子供たちに向けての支援はメネットあってこそと、強く思いますし、さらに「メネット会」を持つことでメネットとしての意識を高め、YMCAへの奉仕や他の行事への働きも「メネット会」を通すことによって、お願いする方も引き受ける方もワンクッションがあることで、よりスムーズに、そしてまた良い関係が保たれているのではと思います。

メネット委員会規則によると、『各クラブのメネットは親交を深め、自己啓発を図り、奉仕の機会を得ることを目的として、ワイズメネット会（以下「メネット会」）を設けることができる』とあり、ただし『全メネットの参加を求めるものではなく、各メネットの自由意思で設立、運営される』ものとあり、決して強制ではありませんが、どうぞ先人のメネットの皆様が切り開いて下さったメネットの道をこれからも引き継いでいただけたらと願います。

「メネット会」の有無に拘らず、東日本区のメネットの皆さんは、各クラブでそれぞれ大切な活動をしています。YMCAバザーでは欠かせない役割を発揮し、各クラブでは独自のメネットの活動を実施し、中には先輩メネットから受け継がれたメネットナイト（例会）を長年継続しているクラブもあります。各部で選出されたメネット委員会の委員（または連絡員）の皆さんには、メネット会の有無に関係なく、全メネットに対して情報の連絡及び報告を行っていただいています。

今期のメネット委員会の活動であります、国際プロジェクト（ブラジル・インドへの2ケ所）、ID（国際メネットディレクター）支援、国内プロジェクト（YMCA施設へ絵本を贈る運動、東日本大震災復支援）につきましては全クラブの会長あて献金のお願いを発送し、2015年2月9日現在19クラブから国際プロジェクト74,500円、ID支援31,200円、国内プロジェクトとして絵本120,500円、東日本大震災63,000円が届いております。この場をお借りして心より感謝申し上げます。

今期の大きなメネットの活動となった「第18回メネットのつどい」（11月29日）は、メン、メネット、コメットを合わせ50名の参加をいただき、被災地訪問第2弾として、宮城県塩竃市〝犠牲者を一人も出さなかった島〟桂島で開催いたしました。“震災を忘れない！”と、思いを新たにした一日でした。


後半の活動としましては、YMCA施設へ絵本を贈る運動があります。この活動は各施設の子供たちに大変喜ばれ、楽しみに待たれており、メネットの活動の中でもより身近な、そして目に見える活動として受け継がれてきています。今回は初の試みとして、仙台で発送作業を行うことになっています（４月中旬～下旬発送予定）。地方のメネットの皆さんに、運動に直接関わっていただくことでよりメネットの活動に理解を深めていただくことになることと思います。
最後に、メネット委員会規則の中に「メネット会はワイズメネットだけではなく、その主旨に賛同する他の女性の参加も認められる」、とあります。大きな過渡期にぶつかっているメネット会ですが、視野と間口を広げ、ワイズメンのよきパートナーとしてYMCAへの奉仕をより豊かなものとしていきたいと願います。


「東新部フレッシュワイズ・セミナー」開催（寄稿）

東新部部長　太田勝人（東京世田谷）
2月7日（土）、 恒例の東新部フレッシュワイズ・セミナーが今年も開催されました。会場は東京YMCA山手センターで東新部から朝倉正昭さん（信越妙高）、中移庸介さん（東京コスモス）、石井俊二さん（東京世田谷）、木村光晴さん（東京）、あずさ部から渡邊大輔さん（東京武蔵野多摩）、水戸朱美さん（東京サンライズ）の6名と講師3名、東新部役員関係者7名、合計16名の参加を得て、活気あふれる会を持つことが出来ました。

プログラムは、「ワイズメンズクラブとは」と題して田中東日本区理事、「YMCA会員部とは」と題して戸坂東京YMCA会員部主任主事から要を得たお話しをスライドや映像資料を用いて伺うことが出来ました。

レクチャーを受けた後、フレッシュワイズの皆さんによるフリートーキングが伊藤東日本区LT委員長の司会の下で行われ、さすがフレッシュワイズならではの鋭い意見が出されました。以下発言順に報告いたします。
Aさん：「前会長」が出てくることに違和感がある。会社では、それが無い。改革性が必要な時に、継続性を重んずるのは、如何なものか。それにつけても、今回のセミナーは、YMCAとワイズの関係が理解できて良かった。

Bさん：改革的意見を出したいとき、どこで、どのように発題ができるのか、知りたい。他の部やクラブのワイズにも、このようなセミナーの機会が与えられると良いと思った。

Cさん：隆盛中のクラブに入会された動機を尋ねられて）何か懐に入れるものを感じた。何か、かたまりや、派閥が出来る事は無い雰囲気だった。昔からの知り合いのような感じで入会することが出来た。本日のセミナーは、違う立場の方の話も聞けたので良かった。

Dさん：入会式が厳かで、感動した。もともと、ボランティア活動に興味があった。今やっと時間的に余裕が出来たので、誘いを受け、すんなり入会できた。

Eさん：YMCAもワイズも高齢者が増えている。若い人をどう取り込んでいくのか。今のような時期に、YMCAが縮小していくのはあってはならないと思っている。変わることに、皆、賛成しているのに変わっていないと言う印象を受けた。変わるためには、上の人が動かさないと動かないのではと思った。

Fさん：宗教や従来ベースの違和感があると言うことが、入会の障壁になっているのではないか。選択と集中、伝統と革新という言葉を重く受け止めた。

定刻に終了し、有志による懇親会が「伊丹亭」で和気藹々と行われ、お開きとなりました。



3月、4月の予定

3月7日（土）、8日(日)
次期クラブ会長・部役員研修会（東山荘）

3月11日（水）
3.11から4年 

3月14日（土）
那須クラブ20周年記念例会・那須クラブ/東京目黒クラブDBC締結式（那須塩原・アジア学院）
3月20日（金）
アジア地域ユースコンボケーション推薦締め切り

3月31日（火）
アジア地域大会早期登録締め切り 

4月5日（日）
沼津クラブ・京都トップスクラブDBC締結式（京都）

4月10日（金）
年次代議員会議案提出締め切り 

4月11日（土）、12日（日）
第3回東日本区役員会（東京YMCA東陽町センター）
4月15日（水）
東日本区大会登録締め切り

4月18日（土）
東西日本区理事連絡会議（大阪） 


どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
新入会員の皆さんのプロフィール、一言をご紹介いたします。
久保勝昭さん（横浜つづき）
久保勝昭さんは元横浜ノースクラブの有力メンバーで、湘南・沖縄部部長、横浜YMCA常議員等を歴任されたワイズのベテラン。カントリーウエスタンの名手でレパートリーは100曲以上に及ぶと伺っています。現在、横浜北YMCAの運営委員長を務める傍ら、二つの“歌声ひろば”を主催しておられます。ゴルフの名手でもあり、横浜YMCAでのチャリテイーゴルフの開催が予てからの念願。横浜つづきクラブとしては、頼もしい新入会員をお迎えし、全員大歓迎です。（横浜つづき・鈴木　茂）　（1月23日入会）

川上由美子さん（札幌）

川上由美子さんは数十年前お嬢さんの雅貴（まさき）さんをYMCA幼稚舎に送られて以来、賛助会員としてYMCAを支援してこられました。雅貴さんはアメリカ留学を終えて帰国、就職され、札幌ワイズメンズクラブに入会され、期待の20代会員として活躍されましたが、残念ながらご結婚で東京へ移られました。今回入会されたお母さんの由美子さんは現役バリバリの不動産会社社長さんです。趣味は回外旅行と食べ歩きという行動派です。実業界、経済界に幅広い人脈を持つワイズメンとしてご活躍を期待しています。（紹介者：札幌・中田千鶴）                                              (2月17日入会)
東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








まもなく3.11から4年が経過しようとしています。東日本区の多くのクラブが、街頭募金、チャリティーコンサート、あるいは「歌声」等での被災地訪問など、継続してワイズらしい被災者支援、復興支援に務められていることに深く敬意を表します。「選択と集中」を今期の取り組み方針として掲げさせていただいていますが、多くのボランティア団体が被災地支援活動を終え、あるいは縮小している中で、東日本大震災の支援活動は今、まさに、ワイズメンズクラブが集中して取り組むべき最大の課題のひとつと考えます。未だに23万人の方々が避難生活を余儀なくされています、現地の産業の復興は著に着いたばかりです。引き続いての、あるいは近頃はあまり取り組まれていないクラブはどうぞ再び、クラブの特色を活かした支援活動をよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事：田中博之)









































ケーブルテレビのニュースの画面





コンサート開催にいたるまでのワイズの皆さまのご支援および当日、雨の中、ご出席いただいたワイズメンの皆さまに感謝申し上げます。


この事業企画は、IBCの台湾の高雄ポートクラブの張弘（トム・チャン）元台湾区理事から2年近く前に、高雄市と八王子は国際友好都市であり、我々はIBCであるのでこれを利用して、「高雄市青少年交響楽団」を八王子市に派遣してコンサートを開催できないかとの打診がありました。


同交響楽団（高雄市立新興高中の生徒で構成）は台湾全体の青少年交響楽団（オーケストラ）部門で3優勝しており高雄市では昨年で既に30回、高雄市立文化中心―高雄市文化センター）で開催されています。


同交響楽団誘致に当たっては、（公益財団法人）八王子市学園都市文化ふれあい財団が主催者として全面的に支援してくださり、八王子市立中学校5校合同のブラスバンド90名、八王子ユース弦楽アンサンブル35名、高雄青少年交響楽団36名の合計160名以上の中学生が一堂に会し、3団体による、ブラスバンド・弦楽アンサンブル・オーケストラの三部作で開催、特に、高雄市青少年交響楽団の演奏はプロ顔負けの素晴らしものでした。


演奏会を始めるにあたり、文化ふれあい財団理事長、八王子市長、萩生田衆議院議員、黒須前市長・八王子台湾友好交流協会理事長が挨拶されました。


演奏会後の台湾と八王子のユース交流会は、当クラブの並木ワイズと諏訪ワイズが仕切ってくれて160名の日本・台湾のユースを大いに楽しませてくれました。


夜の高雄市青少年交響楽団歓迎会は、当クラブと八王子・台湾友好交流協会共催の形で、台湾側62名、八王子側46名の108名により賑やかに実施し、萩生田衆議院議員（八王子市選出の唯一の衆議院議員）、東日本区田中理事も出席され挨拶をいただきました。


当クラブは特別共催としてこのコンサートの運営に当たり、国際交流・ユース事業・地域奉仕をまとめて達成されたものと安堵しています


東京八王子クラブ会長　久保田貞視





2015.2.20石巻にて





2014年6月　仙台YMCA幼稚園
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